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本研究では、沖縄県の与那国島を調査地とし、伝統芸能に深く関わっている家族のもとに住み込みで生活した。調査から得られた3人の子どもたちの修得事例から、ヒトはどのように学び、どのように知識や技能を修得するのかについて、学修の場である実践共同体の視点から学びの段階と身体性について考察する。	Comment by 竹川　大介: ★重要★
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まず学修とはなにかについて述べていくうえで、環境と関わる過程を学修とみなす状況的学習を、論理的背景に据える。また、学修の場を含む知識や技術が継続的に実践される集団を実践共同体と呼び、実践共同体を「家族集団」「友達集団」「地域集団」の３つに分類した。事例を整理すると、修得過程には段階がみられ、４段階に分けて考えることができた。第１段階を「場の共有」とし、第２段階を「模倣と反復」、第３段階を「理解と獲得」、そして第４段階は「応用と創発」とした。これらを「修得の４段階」と名付けた。
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第1章 論文概要と展望	Comment by 竹川　大介: 見出しすべて 小塚ゴシック Pr6N M 9pt

1-1 論文概要	Comment by 竹川　大介: 章の下のみ一行あけ。
見出しすべて半角数字　半角ハイフン　半角スペース
 小塚ゴシック Pr6N M 9pt
本論文では、ヒトはどのように学び、どのように知識や技能を修得するのかについて、学修の場である実践共同体の視点から学びの段階と身体性について考察する。	Comment by 竹川　大介: 本文：小塚明朝 Pr6N R 9pt
英数字は基本すべて半角
以下の『文化人類学』執筆細則に準じる
http://www.jasca.org/publication/jjca/pdf/2019_jjca_styleguide.pdf
事例では、与那国島で筆者が一緒に暮らしながら観察した3名の子どもたちの修得事例を取り上げる。分析では、子どもたちの修得過程を①事例における教授者と学修者、②言語的教示または非言語的教示と意図、③模倣の有無と模倣対象、④学修者の実践共同体への参加の度合い、⑤遊びの要素の有無の5つの視点からみていく。また各事例では、学修と関わる実践共同体を、「家族集団」、「友達集団」「地域集団」の3つに分類し、学修者と修得の場である環境との相互作用について分析する。
 第2章では、身体技法と学修に着目し、本論文における学修の捉え方をまとめている。ここでは、レイブとウェンガーがいう状況的学習に着目しながら、脳内への知識の蓄積に限らず、社会参加の過程そのものも含めて学修を考えたい。また、社会や環境との関わりを学修と捉えるうえで、遊びの要素に着目する。遊びとは何かについて考え、学修と遊びについて整理していく。そして、学修者に焦点を置き学修者の身体と学修の関係についてもまとめる。
第3章では、調査地である与那国島の地域概要や調査概要についてまとめている。加えて、事例に関する与那国島の祭祀儀礼についても整理している。第4章から、「家族集団」、「友達集団」「地域集団」と実践共同体を分類し、子どもたちの学修事例を記述している。各学修事例では、先に書いた5つの視点から事例をまとめている。第5章の分析では、第4章で記述した事例を用いながら「修得の4段階」についての検討をおこなう。そして、それぞれの段階にて「学修」的な要素と「教示」的な要素が混在していることについて述べていく。また子どもたちは、どの学修場面においても、実践共同体や他者と相互に関わりあいながら学修を形成していた。「家族集団」、「友達集団」、「地域集団」と横断的に参加しながら、発達段階が進むのと比例するように参加がすすみ、それは滑らかに繋がっていた。
 第6章の考察では、学修の「自在性」に焦点を当てる。学修は、他者によって想定されたプログラムが明確ではなく言語との結びつきも弱い。そのため学修者は、学修者を取り囲む社会環境や自然環境と相互に関わりながら、主体的に学修がおこなわれていた。学修が学修者にあるという自在性を用いて説明していく。

1-2 論文の展望
 ヒトは社会環境と自然環境に囲まれた存在である。社会環境は、実践共同体や他者、祭祀儀礼などを含むものとし、自然環境は海や山、川などを含むものとする(図1)。ヒトは社会環境や自然環境と関わることで、学びの資源を獲得することになる。それらを本論文では文化資源と呼んでいく。文化資源を獲得すると段階的な修得が進められていくと考えられる。
すなわち、段階的な修得過程は4つに分けて整理することができると仮定する(図2)。まず、第1段階では、学修する場に居るなどの「場の共有」からはじまる。次に、第2段階では、「模倣と反復」（註１）がおこなわれはじめる。第3段階では、第2段階から模倣や反復をおこない、学修を深め「理解と獲得」へとすすんでいく。第3段階にすすむにつれて、知識や技術は修得されていくことになる。第4段階は「応用と創発」とし、修得した知識や技術などを再構築していく段階へとすすんでいく。すなわち、独創性やオリジナリティが生まれる段階となる	Comment by 竹川　大介: 註は下付き文字を使う
註は書くページにつけてもよいし、最後にまとめても良い
本論文では、先行研究における引用文章や用語を除いて、学習ではなく学修と表記していく。
	Comment by 竹川　大介: 章の終了は改ページで
第2章 身体技法と学修

 本論文では、与那国島の子どもたちの身体技法の修得を中心に取り上げて記述する。身体技法の修得を述べていくうえで、環境と関わる過程を学修とみなす状況的学習を、論理的背景に据える。本章では、まず学修とは何かについて考え、状況的学習を整理していく。次に、学修と遊びの関係を記述し、学修にみられる遊びの要素をまとめていく。最後に、身体技法と学修の関係について述べていく。学修と遊び、またそれらと身体技法は関係性が深く、子どもたちの身体技法の修得をみていくうえでの分析の軸となる。

2-1 学修とはなにか
まず、ヒトが学修するということは一体どういうことなのか、という基本的な問いから始めたい。学修という言葉からすぐに想像されるのは、中学校や高校などの教育機関でおこなわれる授業への参加や、習い事として教室などで何かを教えてもらう場面などかもしれない。現代では、学校や教室での学修は、子どもたちにとって日常の一部となっている。本節では、学校での授業や、習い事や塾などの既定の場での学修ではなく、学修者が存在する社会や環境との関わりであると捉え直していく。

2-1-1 状況に埋め込まれた学修と実践共同体
 社会や環境への参加の過程を学修とみる、「状況的学習」について述べていきたい。レイブとウェンガー(1993)は、学習を脳への知識の蓄積としてみるのではなく、実践共同体への参加の度合いの増加であるとした[Lave & Wenger 1993:25]。つまり、学修とは、学修者が知識や技術を一方的に教授されることではなく、学修者の、実践共同体と呼ばれる学修集団や学修者の周辺社会との関わりであり、その過程であるとする。	Comment by 竹川　大介: 引用文献は文化人類学会誌に準じて全角四角かっこでスペースと数字は半角
http://www.jasca.org/publication/jjca/pdf/2019_jjca_styleguide.pdf
学修者はどのように実践共同体に参加するのだろうか。レイブとウェンガーは、状況的学習には正統的周辺参加と呼ばれるプロセスがあることに注目している。正統的周辺参加とは、学修者が周辺的に熟練者の実践活動に参加することをいう。また、最終的な結果に対しては、ごく限られた責任しか負わないという独自の関与のあり方である。[Lave & Wenger 1993:1,7]。すなわち、正統的周辺参加者は、学修者より熟練した者と一緒に活動をおこなうが、責任や役割などは担わず、「周辺的」といわれるように、熟練者のそばで観察するなどをして、学修集団に参加していることを指摘している。
また、共同体の複雑な、相互に微妙に異なる特徴を前提とすると、実践共同体における参加の到達点を、一義的な「中心」とか直線的に進む技能修得に帰着させないことが重要であると述べている。加えて、実践共同体では、「周辺」と指し示せるような所はなく、単一の核とか中心があるわけではないという。「中心的参加」というと共同体に個人の居場所に関しての中心が1つあることを意味してしまい、「完全参加」というと、知識や実践の閉じた領域があり、学修者になんらかの修得のレベルを測定可能であることを意味してしまうことを懸念している。
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図１　修得のための二つの環境の図
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調査地である与那国島には、2018年の大学3年生の冬に初めて訪れました。石垣島に来ていたYに出会い、与那国島に遊びにおいでと誘われたのがきっかけです。長期でフィールド調査をおこなうのが当たり前であった私は、初めての訪問にも関わらず1週間ほど、Y家に居候しました。YやKは「1週間も!」と驚きながらも受け入れてくれました。その1週間の間、子どもたちと遊んだり、Y家の生業を手伝ったりして過ごしました。
それから、2019年、2020年と毎年のようにY家を訪ね居候していました。この論文が執筆できたのも、私を家族の一員のように受け入れてくださったからだと思っています。家族の一員としてY家に関わることで、時に親の目線にたち、同時に子どもたちの目線をもつことができました。完成する直前の論文をYに読んでもらうと、Yは「この論文を読むと、与那国島でのりょうこ自身が浮かぶ」と語ってくれました。私自身も与那国島で学修していたのだと、はっとしました。その学修の背景には、YさんやKさん、そして子どもたちがいました。学修について考えていくうえで議論が深まり、頭が煮詰まることも多くありました。そうすると、タイミングよく携帯が鳴り、Y家の子どもたちが電話をかけてくれました。何気ない会話をするたびに、この子どもたちの豊かな学修について書きたい!とモチベーションが上がりました。この論文を書くためにたくさんの支えをありがとうございました。
 そして論文執筆にあたり、人類学ゼミ・九州フィールドワーク研究会のみなさんには、何度も論文の検討会に参加していただきました。ほとんどの検討会で5時間以上も議論が続き、後半の検討会では、ホワイトボードが議論で何度も埋め尽くされました。この論文についての面白いところや、事例から見えてくることなどを議論することで、私ひとりでは思いつかない論文の道筋をみることができました。また、最後の校正の際には、夜を徹して協力してくれました。卒業論文の時から議論を続けてくれたメンバーや、私の論文執筆に初めて関わってくれた学部生のみなさんにとても感謝します。たくさんの人が議論に参加してくれたことで、この論文は厚みのある内容になりました。また、仕事が忙しいなか合間をぬって参加してくれたOBにも感謝します。現場をみているからこその意見やアイディアをいただきました。
　論文が完成に近づくにつれて議論が何重にも重なり、論文の行先を見失うことや、この論文で何がいいたいのかをまとめ上げる作業が行き詰まることがありました。そんなときに、議論を面白がって参加してくれるメンバーの姿や、「この論文おもしろい」と言ってくれるメンバーに励まされました。自信をもって執筆を最後まですすめることができたのは、人類学ゼミ・九州フィールドワーク研究会のメンバーのひとりひとりのおかげです。
 たくさんの支えがあってこの論文を執筆することができました。与那国島のみなさん、人類学ゼミ・九州フィールドワーク研究会のみなさん本当にありがとうございました。博士論文では、さらに議論を深めた論文を執筆できるよう頑張ります。次の調査地は、南の島フィジーです。お楽しみに。
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